
2024年度
女性の社会生活活動部フルード 活動報告書

http://fruid.org/

contact@fruid.org

福井でひとり親と女性の応援活動をしているフルードです。
2024年度も皆様からの温かいご支援のもと、物資や経済面の支援だけではなく、
ひとり親と子ども、女性して暮らせる社会を目指して活動に取り組んでまいりました。

一部とはなりますが、活動のご報告をさせていただきます。

当事者への支援だけでなく、政策提言活動にも参加、実施しました。

・2024/05/08 ひとり親家庭の親子をDVや虐待から守るための『共同親権反対』
 スタンディング集会＠福井駅西口

・2024/09/07 ひとり親家庭全国協議会(JSPF)全国大会＠東京
・2024/04～2024/09 ひとり親家庭日常生活支援事業調査研究に参加

https://www.facebook.com/j.fruid/

食料等支援等事業

～ひとり親と子ども、
弱い立場にある女性の安心と笑顔のために～

本年度は、4月に新入学お祝い事業、8月と1月(2025年)に食料品等パッケージ、12月には
クリスマス企画としてクリスマスケーキをプレゼントしました。
緊急の食料支援も含め、延べ308世帯のひとり親家庭を支援することができました。

・娘は受験を頑張って希望の中学校に入学し、親としては色々な面で応援・サポートしてあげたいので
すが、昼夜働いてもなかなか大変でして、この度お祝いクオカード頂きまして、本当に嬉しく思います。
（新入学お祝い事業）

・米を買うのがつらく、情けないです。（えがおのパッケージ夏）

・今年のクリスマスは特に何もしない予定でしたが、いただいたバームクーヘンでパーティしたいと思います。
（クリスマスプレゼント企画）

・初めて利用しました。高騰化が続いて、買いたくても買えない。ため息と我慢ばかりでした。こんなに大
きな箱に驚き、中を見たら親子で笑顔になり、全部嬉しい物ばかりでした。（えがおのパッケージ冬）

・ガソリンの値上げ、野菜の高騰があり、給与は下がり家計に響いています。何を買うにもすごく考えるよ
うになってます。よく食べる子供をほほえましく見ることが少しできなくなっていることがつらいです。そんな
中で本当にありがたいです。（えがおのパッケージ冬）

利用者の声

ひとり親家庭ライフプランセミナー 県委託事業イベント

政策提言活動

福井県の委託事業として、子育てや家事に日々ひとりで頑張っているひとり親の皆さんを対象にキャリア形成について一緒に考え
るセミナーを開催しました。リラクゼーションブースや法律相談ブースを設け、心も体も元気になるイベントとなるよう工夫を凝らしま
した。パネリストを招いてさまざまな働き方をみなさんと共有したり、講師から元気の出るメッセージをいただきました。
オンラインのマネーセミナーとあわせて、総数約1３0名
の方々にご参加いただきました。

・2024/11/04 敦賀市きらめきみなと館にてセミナーイベント
・2025/03/02 オンラインマネーセミナー

JSPF全国大会＠東京

今も退職を悩んでいたので背中をおしてもらいました。参加者の声

スタンディング集会
(日刊県民福井に掲載)

敦賀市きらめきみなと館にて



フルードの活動はみなさまのご寄付に支えられています。
社会的・経済的困難を抱える女性やひとり親家庭のへの継続的な支援が必要です。
引き続き、フルードへのご支援を賜りますよう、どうぞよろしくお願い申し上げます。

上記のほか、ひとり親支援に必要な情報収集や情報提供のため、会議への参加、相談事業、

講師派遣、行政との意見交換などをおこないました。

✓ 他団体との連携

・2024/11/26 福井県DV連絡協議会

・2024/12/11 福井県主催DVに関する地区別連絡会

・2025/01/26、2025/03/10 県との意見交換

✓ 相談事業

       ・2024/08/25 離婚協議書作成サポート相談会 [相談者 1名]

・メール相談（随時）

✓ 講師派遣

・2024/11/25 福井県立大学 現代人権論 「ひとり親家庭の現状と課題」

・2025/02/12 福井大学 JICA北陸チュニジア研修にて 「ひとり親家庭の現状と支援」

✓ その他

・福井大学教育・人文社会系部門紀要「養育費不払いに関する福井県の現状」アンケート調査に協力

勉強会（一般公開）

その他の活動

共同親権を考える勉強会 ～安心安全な運用のために～

2026年5月までの導入が決まっている「離婚後共同親権制度」について、
 こどもの福祉を守るためには、実際の現場でどのような運用が必要か、どのような点を意識
 すべきかなどを学びました。子育て支援に関わる方、弁護士や行政書士など士業の方、
議員や教員など、さまざまな立場の方23名ににご参加いただきました。

 2024/11/17 福井弁護士会にて

・共同親権の運用にあたっては、支援に関わる1人1人が知識をもっていないと大変になると感じました。

・共同親権から派生してくるであろう問題点がよく分かった。運用されて、実際の現場の声や課題が次の改正につながるまでのスピード感が求められる。

・母、子どもの本当の気持ちをくみ取りながら、弁護士の方々との面談に対応するので、専門的な知識も本当に必要だと日々感じています。（シェルターの
ソーシャルワーカー）

参加者の声

岡村弁護士による講義

■ご寄付（五十音順）

織田暁子さま、 北明美さま、 小池敏一さま
児玉律子さま、 小林澄恵さま、 谷口孝夫さま
トミナガアキコさま、 西村義則さま
株式会社ハーモニーワークスさま
一般社団法人バンクフォースマイルズさま
株式会社ピリケンさま
末日聖徒イエスキリスト教会さま、 ヨシムラマサミさま
一般社団法人若草プロジェクトさま、 匿名希望さま

■助成金/補助金（五十音順）

福井県
公益財団法人ふくい女性財団
社会福祉法人福井県共同募金会

皆様の温かいご支援、
心より厚く
御礼申し上げます。

フルード

福井大学にて

福井県立大学にて

クレジットカードもご利用いただけます
毎月のご寄付 単発のご寄付

ご支援いただきました皆様
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